
　六渕砂防堰堤は、昭和27年に完成し、最上川水系立谷沢川流域で最大級
の貯砂量を有しています。堤長L=157.0m、堤高H=15.0mの玉石積み粗
石コンクリート造りであり、堰堤全面に玉石を張り、上部（袖部から水通
し）は割石を亀甲積した帯を表しています。

第2回心に残る砂防堰堤写真　優秀賞　「初夏の流れ」※

亀甲積した帯

玉石積み粗石コンクリート造り
セメントを節約するために、コンクリートの中
に玉石を詰めて固める工法です。

曲線的な水通し形状
袖部から水通しまでの形状が、美
しい曲線で施工されています。当
時の高い技術力と熟練した技を現
在に伝えています。

　瀬場砂防堰堤は、昭和28年に完成し、堤長L=193.3m、堤高H=6.0m
の玉石積み粗石コンクリート造りであり、副堰堤と水叩き二段構造を備え
ています。

六角形の水通し形状
水通し（水を通すところ）の形
状が六角形で、川の流れが安定
するように設計されています。

石碑（黙而雄）
「瀬場堰堤」と刻まれた石碑の裏には「黙而雄」と刻まれています。
「黙而雄」とは、「黙々として与えられた仕事を果たす」という
意味で、当時の砂防事業関係者の心意気を表しています。

石碑（表：瀬場堰堤）石碑（裏：黙而雄）

※心に残る砂防堰堤写真とは：山形県を流れる母なる最上川と庄内を代表する赤川において、心の故郷として思える砂防堰堤の映る美しい風景や自
慢したいベストショットを一般者から募集しているものです。　立谷沢川流域での入選作品は裏表紙をご覧下さい。

第1回心に残る砂防堰堤写真　入選　「不忘の流れ」※
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